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業
務
外
注
化
が
根
本
に
あ
る

　

今
回
の
事
故
の
根
本
に
は
Ｊ
Ｒ
に
よ
る
鉄
道
業
務
の

軽
視
、
業
務
丸
ご
と
外
注
化
と
、
そ
れ
に
よ
る
無
責
任

体
制
が
あ
り
ま
す
。

　

Ｊ
Ｒ
東
日
本
か
ら
す
れ
ば
丸
投
げ
で
外
注
化
し
て
し

ま
え
ば
、
形
式
上
は
「
何
一
つ
責
任
が
な
い
」
こ
と
に

な
り
ま
す
。し
か
し
、外
注
会
社
で
は
鉄
道
全
体
に
ト
ー

タ
ル
に
責
任
を
取
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。
そ
れ
自
身

が
鉄
道
業
務
の
軽
視
で
す
。

　

今
回
犠
牲
に
な
っ
た
の
は
外
注
先
の
さ
ら
に
下
請
会

社
の
労
働
者
で
し
た
。
一
方
、
事
故
報
告
で
は
最
も
責

任
が
あ
る
は
ず
の
Ｊ
Ｒ
東
日
本
は
名
前
さ
え
も
出
て
き

ま
せ
ん
。
一
人
の
労
働
者
の
命
が
奪
わ
れ
て
い
る
の
に

Ｊ
Ｒ
の
責
任
は
隠
さ
れ
て
い
ま
す
。

　
鉄
道
軽
視
の
施
策
撤
回
を
！

　

会
社
は
外
注
化
、
統
括
セ
ン
タ
ー
化
、
業
務
融
合
・

兼
務
化
な
ど
を
進
め
て
い
ま
す
。「
鉄
道
を
持
つ
Ｉ
Ｔ

企
業
化
」「
鉄
道
部
門
４
千
人
削
減
」
を
掲
げ
、「
鉄
道

あ
り
き
で
考
え
る
な
」「
こ
れ
か
ら
は
価
値
創
造
だ
」

と
あ
お
っ
て
い
ま
す
。

　

鉄
道
業
務
と
現
場
労
働
者
を
な
い
が
し
ろ
に
す
れ

ば
、
鉄
道
の
安
全
は
崩
壊
し
て
い
き
ま
す
。
職
場
に
必

要
な
の
は
闘
う
労
働
組
合
で
す
。
外
注
化
撤
回
、
融
合

化
・
兼
務
化
撤
回
の
声
を
あ
げ
よ
う
。

　

内
房
線
・
上
総
湊
～
竹
岡
駅
間
で
６
月
16
日
、
作
業

員
の
感
電
死
亡
事
故
が
発
生
し
ま
し
た
。

　

犠
牲
に
な
っ
た
の
は
28
歳
の
作
業
員
で
す
。
信
号
高

圧
配
電
線
の
引
下
線
の
取
替
作
業
中
に
電
線
が
胸
に
当

た
っ
て
感
電
し
た
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

事
故
報
告
（
速
報
）
に
よ
れ
ば
、
電
車
に
電
力
を
供

給
す
る
饋き

電
、
信
号
高
圧
線
と
も
に
停
電
は
シ
ス
テ
ム

に
よ
る
自
動
制
御
で
す
が
、
饋き

電
は
停
電
と
な
っ
た
一

方
で
信
号
高
圧
線
は
加
圧
状
態
の
ま
ま
作
業
が
行
わ
れ

て
い
た
と
の
こ
と
で
す
。
原
因
の
詳
細
は
調
査
中
と
し

て
明
ら
か
に
さ
れ
て
い
ま
せ
ん
。

　
「
な
ぜ
信
号
高
圧
の
遮し
ゃ

断
が
行
わ
れ
な
か
っ
た
の

鉄道軽視・外注化の撤回を
６/16内房線（上総湊～

竹岡駅間）で感電死亡事故

か
？
」「
な
ぜ
加

圧
状
態
だ
と
現
場

に
伝
わ
ら
な
か
っ

た
の
か
？
」「
検

電
や
短
絡
接
地
器

具
の
取
り
付
け
な

ど
の
状
況
は
ど
う

だ
っ
た
の
か
？
」

―
―
明
ら
か
に
す

べ
き
こ
と
は
い
く

つ
も
あ
り
ま
す
。

事故は変圧器の部品交換中に起こった


